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画像処理技術により液晶用ガラス基板等のキズを自動的に検出する技術を開発しました。 
キズの形状、大きさ（3.5μmまで）、位置を自動で検出し、品質の向上が図れます。 
                  

     
 
 
ガラス基板端面のキズの画像処理結果 
            

    
  
 
蛍光管検査のための装置開発 

   
 
システムの用途：画像処理メーカー（ガラス等の透明物の評価）          
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